
基本理念

【一般向け】

子どもたちに、こんな風に生きてみたいと
いう生きる希望を与えてくれるのが読書
です。

物語を想像すること、他者を知ること、
世界や歴史上の人物を知ること、自分を
知ること。それらを可能にする子どもたち
自身が自分と向き合う時間が何にもまして
大切です。

読書は、「子どもの幸せを実現する」ため
の魅力的なドアです。

ドアをひらくのは子どもたち自身ですが、
子どもたちがドアをひらこうとする意欲や
気持ちをかきたてるためのいきいきと
した読書環境を用意するのはすべての
おとなの役割です。

子どもたちが、「人」を通して、学校や
家庭や図書館で様々な「本」と出あい、
お互いの「学び」を深めていく。

そんな「人」「本」「学び」の循環をぐるぐる
とまわして子どもたちのサポートを広げ
ていきます。
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このパンフレットについてのお問い合わせは



質の高い読書活動のためには、これを支援してくれる人の存在が不可欠です。
読書の社会的意義を理解し、子どもの読書活動の推進を支援してくれる専
門能力を備えた人材を育成します。また、子どもの読書に関わる関係者を集
めたプラットホームづくりを進めていきます。

○ボランティアの人材育成
○学校司書など職員の資質向上
○地域のネットワークづくり

 
読書活動に困難が伴う子どもたちも、
読書に親しみ、楽しむことができるように、
読書環境を整え、必要な支援に取り組んでいきます。

○大活字資料、録音資料、点字絵本などの
　資料の整備
○外国語絵本の購入
○保護者への働きかけ

本を読んで感じた気持ちを、言葉でキャッチボールしたり、文章や絵や様々
な手段で表現したりすることで、他の人に伝える力やお互いに伝え合う力を
育むことを目指して、読書活動を進めていきます。
また、「共読」というスタイルにより、あらゆる子どもたちが本を手に取りやす
くなるよう推進し、コミュニケーション力を高める機会や、情報発信の場を提
供します。 ●子どもの自主性、自発性を引き出す取組をします

●読書の楽しさを伝える事業を実施します
●様々な場所で本との出会いの機会を増やします
●共読することの楽しさを伝えます
●本を読んで感じたことや考えたことを表現できる、
　社会と関わりをもつ機会をつくります
　⇒子どもの主体的な読書活動の推進

学校（図書館や保護者を含む）と市立図書館が
つながりながら、子どもたちの読書活動を
活発にする取組を深め広げあいます。

○学校連携システムの利用促進
○家庭・地域（公共機関等）、
　学校等と連携した読書活動の推進

⇒子どもの読書活動の啓発・広報の推進

⇒子どもの読書活動推進のための人材育成と
　推進ネットワークづくり

⇒学校と市立図書館をむすぶ

⇒読書活動に困難が伴う子どもへのアプローチ

子どもが本を読んで感じた気持ちを、自分ひとりで完結させないで、
家族や友だちなど他の人と伝えあい、語りあうこと

子どもの主体的な読書活動の推進 子どもの読書活動推進の
ための人材育成と
推進ネットワークづくり

学校と市立図書館をむすぶ

読書活動に困難が伴う
子どもへのアプローチ

子どもの読書活動の
啓発・広報の推進

○家庭での読み聞かせ啓発
○「本のお宝帳」の活用
○子ども司書養成講座
○共読ワークショップ

子どもたちの知的好奇心を引き出すため、本と人が響きあう読書方法やスタ
イルを工夫しながら、本が好きな子どもたちにも、まだ興味がわかない子ど
もたちにも読書の喜びを届けていきます。

○図書館だよりによる情報発信
○「本のお宝帳通信」の発行
○ボランティアによる小学校でのおはなし会

子どもたちが読書を通して「読書が楽しい」
「本が読みたい」気持ちがわきあがる活動を
進めます

子どもの周りのすべての大人に読書の
価値を啓発します

読書が困難な子どもたちにも読書の機会を
積極的に提供します

共読とは

子どもの読書活動を推進する環境づくりと、
援助する人材を育成します

家庭、地域、学校、市立図書館など様々な
セクターをつなぎ合って、一体となった読書
活動を推進します
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※子ども（０～１８歳までを対象）

基本目標


